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一、契丹小字の石碑資料



内モンゴル赤峰市にある遼慶陵（墓）が盗掘されたという情報
を得て、 1922年6月21日にベルギーの宣教師Ｌ．Ｋｅｒｖｙｎ氏が

そちらを視察する際、契丹小字で刻まれた「興宗皇帝」と“「仁
懿皇后」の哀冊”を発見した。それは「契丹小字」を世の中に
明らかにする始めての資料となった。1922年から1980年代ま
でに契丹小字の資料が合わせて以下のような9件発見され、
その文字数は9000を超えている。以上の資料の拓本と解釈
文は『契丹小字研究』（1985）に収録されている。
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（８）契丹小字「許王墓誌残石」（1109年）の拓本。
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1980年代以後、内モンゴルと遼寧省などで多くの契丹小字
に関する石碑が出土することにより、契丹小字の資料も
徐々に増えてきた。石碑以外に貨幣・コップ・石山などに書
かれた資料もいくつか発見された。今まで契丹小字の墓誌
が28件が公開されているが、その多くの資料が清格爾泰教
授の『契丹小字釈読問題』に収録されている。

1980年代以後に発見された17件の墓誌や哀冊の拓本は次
のようである。（しかし、「耶律智先墓誌」（1094年）、「耶律奴
墓誌」（1099年）、「韓高十墓誌」（1078年前後）、「蕭特毎墓
誌」（年代不明）などの4件の墓誌の拓本の画像などは私の
手元にないため、今回は画像を見せることができない）。

以上の28件の資料以外に、まだ公開されていない「耶律副
署墓誌」、「室魯大師墓誌」、「梁国太妃墓誌」などの石碑が
があるという。
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二、契丹小字に関する研究の新たな試み



今まで述べてきた契丹小字の資料の31件のうち、重ねて現
れた文字を含めると、合計で3.5万字になる。このような膨大

な資料をどのように整理すればよいのかという難題に直面
した。統計するには伝統的な方法や手段でとても及ばない
ところである。このような作業を続ければ、時間がかかるば
かりではなく、間違えるところも多く出てしまう。その問題を
解決するため、 2003年に内モンゴル大学はソフト会社と協

調し、契丹小字をコンピューターに入力できるプログラムを
作った。3年間の努力によって、570を超える契丹小字の「原

字」（バリエーションを含む）のすべてをコンピューターに入
力することができた。それによって、契丹小字の統計や検索
は簡単にできるようになったうえ、契丹小字に関する書籍な
どの出版にも便利を提供することとなった。



（１）契丹小字の原字





































以上の576の「原字」にはバリエーションがある以外に、

石碑にない文字、つまり、先行研究で使用された文字も
含めて入力作業をした。今まで発見された契丹小字の
資料で実際に現れた「原字」は合計で440文字程度であ

る。



（２）契丹小字原字の入力方法

契丹「原字」には筆画が最も少ないのは一つの筆画からな
る、、、 がある。最も多いのは10筆画からなる、
などがある。契丹小字「原字」の筆画が少ないという特徴
に基づき、私たちは筆画入力方法を開発した。そして、筆画
の数による入力方法も設けられたため、契丹小字「原字」の
入力がとても簡単になり、使いやすくなった。契丹小字の
「左右から上下」という手順で連続して書かれる特徴に基づ
き、「合成字」である場合、その入力方法としては、いくつか
の「原字」を組み合わせて顕示する方法をとっている。具体
的な入力方法は次の画面のとおりである。
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（３）契丹小字の検索

すべての契丹
小字資料をコ
ンピューター
に入力するこ
とが実現した
後、一つずつ
の「原字」や
「合成字」を検
索できるソフト
を開発した。
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言うまでもないが、以上の入力方法や検索システムはまだ未
成熟な段階にあるため、様々な課題が残っている。そのほか
に1900の女真文字のデータベースも作った（実例）。現在契丹

大字のデータベースも作っている（実例）。大字と女真文字の
入力作業が終われば、検索システムに入れて、検索すること
もできる。

この検索システムは契丹小字の研究にとても役に立つと思わ
れる。契丹字の他、拓本の画像、漢字資料、研究資料の検索
などができるようになれば、これは最も重要な作業になる。



三、契丹小字研究者及びその成果



（１）1980年代前

①契丹文字に関する研究は1925年に京都大学の羽田亨教

授の「契丹文字の新資料」という論文をきっかけに、
契丹文字の研究が始まったと言われている。20世紀の
30、40年代のとき、中国の学者羅福成、王静如、厲鼎

煃などが契丹小字と漢字を比較研究し、多くの論文を発表
した。例えば：羅福成氏の「道宗皇帝及び宣懿皇后国書哀
冊考」、王静如氏の「道宗皇帝及び宣懿皇后国字哀冊
初釈」、厲鼎煃氏の「契丹国書略説」などがある。そ
の時に発表された「遼陵石刻集録」は契丹小字の研究に
大きな影響を与えたとされている。



金毓黻編集「遼陵石刻集録」、奉天図書館1934年4月。



② 1950年代と1960年代には日本の契丹文字研究が前より盛

んに行われていた。例えば：山路広明氏の「契丹制字研究」
（1956年）、村山七郎氏の「契丹字解読方法」（1951年）、長田
夏樹氏の「契丹文字解読可能性」（1951年）などがある。その

ほかに愛宕松男氏の「契丹文字解読について」などの多数の
論文が発表された。その時に出版された田村実造、小林行雄
の「慶陵ー東モンゴリアにおける遼代帝王陵とその壁画に関
する 」という著作は有名である。

その時に日本の学者たちは契丹小字の読み方を中心として
検討し、数多くの論文を発表したのである。それらの論文はそ
の後の研究の基礎ともなったと言われている。



田村实造、小林行雄の「慶陵ー東モンゴリアにおける遼代
帝王陵とその壁画に関する 」、座右宝刊行会版，1953年3
月 。



③契丹小字に関する研究の代表的な作品は1970年代と
1980年代に刊行・出版された「契丹小字研究について」（論
文）、「契丹小字新研究」（論文）、「契丹小字研究」（専門書）
などがある。それは主に内モンゴル大学モンゴル言語研究
所と中国社会科学院民族学と人類学研究所の清格爾泰・
劉鳳翥・陳乃雄・於宝林・刑複礼などの学者によって編著し
たものである。上記の学者たちは契丹文字研究グループを
成立し、契丹小字に対する総合的な研究を行った。そのグ
ループの主な研究方法は契丹石碑資料にある漢語借用語
の研究を通じて、多くの契丹「原字」の読み方を解読したこと
である。このグループの研究成果を紹介した文章が多数あ
るが、ここでは簡略させていただきたい。



契丹文字研究グループ：「契丹小字研究について」「内モンゴ
ル大学学報」1977年第４期、『契丹小字研究』中国社会科学出
版社1985年8月。



（２）1980年代以後

1980年代以後、契丹文字研究グループの研究をきっかけと

して、多くの学者が契丹文字の研究に興味を持ち、数多くの
論文や著書が発表された。

この30年程の研究成果をみると、清格爾泰・陳乃雄・宝玉

柱・包聯群及び筆者などは主にモンゴル語学の立場から、
劉鳳翥・即実・於宝林・王弘力・豊田五郎・高路加・劉浦江・
愛新覚羅・烏拉熙春などは主に歴史学の立場から、吉池孝
一・聶鴻音・孫伯君などは主に漢語音韻学の視点からそれ
ぞれ検討している。

統計によると、1980年代以後、230余りの論文や著作が発

表されている。次にその中の代表的な学者とその成果を簡
単に紹介しる。



①清格爾泰：内モンゴル大学
の教授、契丹文字研究グ
ループのメンバーとして活躍
した。清教授は「契丹小字動
詞附加成分」、「契丹語の数
字及び契丹小字の併読方
法」、「契丹語十二支の読
み方」などの多くの論文を
発表した以外、『契丹小字
釈読問題』という本も出版
している。清教授は1970年
代に契丹文字に母音調和が
ある規則に気づき、それはア
ルタイ語と類似するということ
を主張した。その規則にした
がえば、契丹「原字」の読み
方をさらに解読することがで
きると期待される。

「契丹小字釈読問題」東京外国語
大学2002年３月



②劉鳳翥：中国社会科学院民族学
と人類学研究所の研究員、1970年
代の契丹文字研究グループのメン
バーである。今まで契丹文字研究
に関する論文を多数発表している。
1980年代以後に新たに発見された

石碑資料のほとんどは劉氏によっ
て掲載されたものである。劉氏は主
に契丹文字を漢語石碑と「遼史」な
どと比較しながら研究を進め、数多く
の漢語借用語を解読し、契丹文字の
研究に大きく貢献した。左の画像は
劉氏が契丹文字の資料を集めた過
程を詳しく説明したもので、それは契
丹文字の研究に欠かせない参考文
献である。

「辺訪契丹文字話拓碑」、
華芸出版社、2005年8月



③即実：遼寧省社会科学院
研究員、1980年代から、契丹

文字に関する論文を多数発
表した。今までの代表的な作
品は「謎林聞径ー契丹小字
解読新程」である。

即実氏は歴史学の視点から、
契丹文字墓誌に対して細かく
検討し、漢語借用語のほか、
モンゴル語とも比較研究を行
い、数多くの契丹文字を解読
した。

「謎林聞径ー契丹小字解読新程」、
遼寧民族出版社、1996年1月。



④陳乃雄：内モンゴル大学の教授、
契丹文字研究グループのメン
バーである。「近十年我が国の契
丹字研究 」、「契丹小字数詞“影
子字”探」、「契丹字銭辨 」、「雲
南の契丹族後裔と契丹字依存 」、
「烏日根塔拉陵墓出土契丹小字
墓誌銘考釈」などの多数の論文を
発表したほか、右の画像のように
東京大学の博士課程の包聯群と
協力して「契丹小字研究論文選
編」という本を出版した。この本に
は1930年代から1990年代までの
契丹文字に関する研究の代表的
な論文を44本収録した。この本は
契丹小字の研究に重要な参考文
献となる。

陳乃雄、包聯群編：「契丹
小字研究論文選編」内モ
ンゴル人民出版社、2005
年１１月。



於宝林教授の「契丹古代史論稿」（黄山
書社1998年10月）という本は漢語古典書
籍に記載している契丹語の単語を数多く
集めて紹介している。

•⑤以上の論文と著書以外に、契丹文字に関する研究の専門
書ではないが、 契丹文字の研究にとても役に立つとされている
本は以下のようである。

•向南研究員の「遼代石刻文編」（河北教
育出版社、1995年10月）という本に契丹小

字の解読に関する漢語石刻文献がたくさ
ん収録されている。



立命館アジア太平洋大学の教授愛新覚
羅・烏拉熙春氏は契丹文字に関する論文
を多く発表しているそうである。例えば、
「契丹言語文字研究」、「遼金史と契丹女
真文」、「契丹文墓誌より見た遼史」など
があげられる。

• 2005年10月に本人が執筆した「契丹語

静詞語法範疇研究」が発表された。



四、契丹小字における若干規則



契丹小字に関する研究は、中国と海外の多数の研究者に
より、大きな成果をあげていると言える。最近の統計による
と、430を超える「原字」の半分以上の読み方を明らかにさせ、
およそ1300の単語（すべての単語の10％を占める）の意味
が解読され、十数種の接辞と一部の文の意味を知ることが
できた。

その中でもっとも興味深いことは、学者たちが契丹小字にお
けるいくつかの規則を分かったことである。例えば、1970年
代に母音調和があることに清格爾泰教授が気づき、1980年
代は高路加教授は“数”の調和があることを論証した。以上
のような二つの規則がある以外に、最近は次のような四つ
の規則が発見されている。



（１）“性”文法範疇

契丹語に“性”という文法範疇を持っていることについて本
人が「契丹小字“性”文法範疇」にて検討したことがある。そ
の論文では契丹文字の序数詞の語尾が性別によって異な
ることを論じた。本論文の主張は愛新覚羅・烏拉熙春教授
の見方と一致していることを後に分かった。
その後、引き続き発表した「契丹小字“性”文法範疇再検討」
という論文では、主に契丹小字の“性”の表す方法を検討し
た。即ち、「数詞＋名詞（男、女に関する） 」というフレーズの
組み合わせでは、もし名詞が“男”を示す場合、その数詞を
示す「原字」に点をつける。 “女”を示す場合は数詞を示す
「原字」に点をつけない。





（2）“父と息子”の連名現象

北京大学の劉浦江教授と博士課程の康鵬氏は「契丹名字
初釈ー文化人類学の視野下の父と息子制度」という論文では、契丹
人が名前をつける際、長男の幼名は父の第二番目の名前
と同様な語根を持つ習慣があると指摘している。そして、二
人の名前の関係は、父の第二番目の名前から所属格を除
けば、長男の幼名になる。例えば：



（3）“母音の付加方法”
ご存知のように、古代トルコ文字には母音を付加して読む規則
がある。1950年代に日本の学者村山七郎は契丹小字と古代ト
ルコ文字が互いにある程度の関係をもつと主張した。しかし、
村山氏の研究は文字の形だけに限ったものであるため、それ
が契丹小字と古代トルコ文字の関係を十分に説明できるもので
はなかった。従って、多くの学者はその主張を賛成していない。
それらを詳細に検討してみると、契丹小字と古代トルコ文字は
併読方法においては関係があることを否定できないと思われる。
筆者は「契丹小字併読方法探索」という論文では、子音で始ま
る「原字」には、その前に母音を付加して読む規則があることを
主張する。先行研究によると、「原字」は[sə]と[es]、は
[bu]と[ɑb]、は[ir]と[ri]、は[is]と[si]というふうにそれぞれ
二種類の読み方を持っている。このように一つの「原字」には二
つの読み方がある。即ち、母音を子音の前に置くか、あるいは
後におくかなどの区別がある。もしその読む規則を他の「原字」
に使ってみると、面白いことに、一部の「原字」の読み方がモン
ゴル語とよく似ていることが分かる。





（４）“-ｐ、-ｔ、-ｋの入声末音”の存在

契丹小字の漢語借用語に“入声末音”が存在していたかどうか
について研究者の意見が異なっている。筆者の「契丹小字中漢
語入声音尾の痕跡」という論文では、契丹小字の漢語借用語に
“入声末音”の「ーｐ、－ｔ、－ｋ」の痕跡が残っていることを論じた。


